
—　わかぎさんは、劇作家・女優として
も活動されていますが、弁護士をテー
マにした作品はありますでしょうか。

「罪と、罪なき罪」という、津田三蔵
を題材にしたお芝居を書いたことがあ
ります。

明治時代にロシアの皇太子が日本に
来ていて警備をしていた巡査の津田三
蔵がロシアの皇太子に切りつけたとい
う事件（編集注：大津事件）について、
明治天皇も含め、当然死刑にするべき
だという意見が世の中の風潮だったん
ですが、児島惟謙という現在でいう最
高裁長官の方が、いや何かおかしいと
いうことで、弁護士にもちゃんと裁判
しようじゃないかと掛け合って、結局
死刑にはならなかったという話です。

—　作品を作るにあたって、テーマの選
び方で意識していることはありますか。

例えば去年書いた「ひとり、独りの
遊戯」というお芝居のときは、最も劇
的な人生を送る人というのはどんな人
だろうと思って、それは人生で男と女
を半分ずつ生きた人じゃないかなと。
80歳で人生を組むとしたら、40年間男
で40年間女だった人の話を書いてみよ
うと。

弁護士のお話を書いたときも、いわ
ゆる圧政に潰されて本当にやりたい仕
事ができない人のお話と、裁判官の家
で女中をやっていたためにいわゆる教
養が身についてしまったばかりに大変
な事件にかかわっていく女性、明治の
全く教育を受けられない女の子が急に

教養ができてしまったばかりに自殺し
てしまわなければならないんですが、そ
れでよかったのか悪かったのか、そこ
をいつも考えるんです。
—　芝居は1回きりで、何度も見られる

テレビドラマや映画とは違うのですが、
その点はいかがですか。

私、生じゃないと嫌なんです。生で
ないと、人間が笑うとかいうことが絶
対伝わらないと思っているんです。テ
レビとかだと制約がかかっちゃって、例
えばこの間のお芝居だったら、大杉栄
という殺された社会主義者の娘の話で、
娘は 3 人出てきます。一番上は魔子、次
がエマ、次がルイズという女の子で、そ
れが 3 人とも同じおかっぱのかぶり物
をかぶって同じ格好をしています。そ
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して、一番上の女の子はそのときまだ
6 歳なんですが、それをコング桑田と
いう175センチで100キロのオヤジがや
ってたんです。変な話だけど、舞台と
いうのは表現として誇張していくもの
なので、あとが168センチの大井靖彦と
いう男の役者で、次が145センチの小椋
あずきという役者でした。大きいのと
中間のと小さいので同じかぶり物のか
つらをかぶせて、それが黒い幕からぴ
ょこんと出てくるという演出です。

これは、社会主義者の娘が同じ格好
で、しかも洋風の格好をさせられてい
て、ちょっとハイカラだったんだなと
いう表現ですけど、これをテレビでや
ると本当に 6 歳と 4 歳と 2 歳の女の子
でないとだめなんですよね。

映像というのは「超現実」なので、現
実的にあったんだということにしてい
かなきゃいけない。庭の木 1 本だって
きれいにしなきゃいけないんですけれ
ども、舞台というのは「超表現」なの
で、どこを誇張させてどこを印象的に

させて、どこで人間がおもしろいと感
じるか、それは生であるかどうかなの
で、そのことにおいては私は生っぽい
ほうが好きなんです。

テレビの脚本も書きますし、アニメ
の「リトル・チャロ」みたいな脚本も
書きますけれども、そのときは完全に
頭は切りかわっていますね。

音楽だってレコードで聞くよりやっ
ぱりライブで聞いたほうが好きです。生
で歌ってるんだとか、生でやってるん
だと。

その最たるものがスポーツで、私の
演出の最もお手本にしているのはラグ
ビーとサッカーの監督です。彼らがや
っていることが演出にとても参考にな
ります。私はほかの人の演出を全くあ
てにしていないです。
—　ラグビーやサッカーの監督は、指揮

官としてプレーヤーをある程度動かす
けれども、裁量があるみたいな。

そう。どれぐらいの作戦を立ててい
て、どれぐらい信用していて、どれぐ

らい予測しているかということがすご
い勉強になります。手倉森監督は私に
とって今すごくいいお手本です。イビ
チャ・オシムも私にとってはすごい先
生でした。
—　話は変わりますが、裁判所で傍聴さ

れた経験はありますか。
私、昔、中央大学の法学部の男の子

と同棲してたんですね。その子とのデ
ートはいつも裁判傍聴でした。東京で。

まだ 3 回生だったので、デートとい
えば必ず傍聴でしたね。おもしろかっ
たです。弁護士さんもいないのに自分
で全部調べてきて自分の弁護をするお
じいちゃんとか、そういう人を見なが
ら「へーっ」とか言いながら。あと、離
婚系とかも多いからおもしろく拝聴し
ました。
—　変わったデートですね。

でも、こんな簡単に入れちゃうんだ
と思って。何となくテレビのイメージ
で、人気のあるのはすごい並んでいて、
ああいうことをしている人はみんな関
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係者か何かなんだろうなと勝手なイメ
ージだったので、彼が「裁判聞きに行
こうぜ」と言ったときに、「裁判?の映
画?」ぐらい分からなかったです。
—　わかぎさんは、弁護士に対してどう

いうイメージをもたれていますか。
弁護士さんって割と世間知らずな人

が多いなと思います。
例えばお店に入って一緒にご飯を食

べると、最下層の人の金銭感覚とかが
余り分からないんだなと。弁護士とい
う職業柄すごく知ってらっしゃるんだ
ろうなとこっちも勝手にフィルターを
かけているところもあって、やっぱり
この人らってボンボンなんやなと思う
ことがよくあります。人間って食べ方
とか食べ物の趣味、あと着ているもの
とかで大体金銭感覚が分かるじゃない
ですか。それが我々演劇人よりはるか
に上だなと。それは別に弁護士さんに
限らず新聞記者さんとかもそうですが、
この人たちは一番最下層の人たちの生
活ってリアルじゃないんだなと思うこ
とが多くあります。
—　弁護士に対する要望があれば。

私は、弁護士の数が何となく少ない
なとまだ思っています。弁護士って身
近にそんなにいないじゃないですか。

もう何十年の知り合いなんですけど、
私にとって「いい弁護士」がいるんで
す。ある日、知り合いのバーのマスタ
ーが倒れたと私に電話がかかってきた
んです。倒れているのを見つけた方が
救急車を呼んで救急搬送されて、そこ
に警察が来て身内に連絡をしなきゃい
けないけど、九州の人なのでこっちに
身内が 1 人もいないというときに、彼
の年賀状が置いてあったのでまず彼に
連絡が行ったんです。

そこで、彼は「ともかくあらゆる手
を尽くしてご家族に連絡したほうがい
い状況みたいなので、まず今日僕が病
院に行って」などと、その場を全部仕
切ってくれたんです。
「この人、何でこんなに頑張ってるん

だろう」と思ったんですが、彼は人道
的にやらなきゃいけないと思っていた
みたいで、何だろう、ああいう行動が
全ての弁護士の人に感じられるように
なってほしい。

彼はふだんは派手なアロハシャツ着
て、嫁はんと行った食べ物をフェイス
ブックに上げていたりするんですが、で
もいざとなったらこの人すっごい頼り
になるんだなと思って、改めて彼をす
ごい見直しました。

弁護士さんは何となく風情がそんな
人であってほしいな、スーパーマンで
あってほしい。「いざというときは着変
えられるじゃん」とか思いたいです。

（ ）Interviewer:蝶野弘治
Photo:髙廣信之
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